	科目名
	材料強度学
	英語科目名
	Material strength

	開講年度・学期
	平成１８年度・通年
	対象学科・専攻・学年
	機械工学科５年

	授業形態
	講義
	必修or選択
	必修

	単位数
	２単位
	単位種類
	履修単位（３０時間単位）

	担当教員
	伊澤 悟
	居室（もしくは所属）
	機械科棟１階

	電話
	0285-20-2211
	E-mail
	izawa@oyama-ct.ac.jp

	授業の達成目標

	1． 材料の弾・塑性挙動について応力とひずみの関係を説明できる。

2． 材料の構造と転位について結晶構造との関係を説明できる。

3． 材料の強化方法と新材料の強度特性について強化機構により説明できる。

4． 材料の破壊現象と破壊力学による破壊評価法について説明できる。

5． 材料の疲労現象を強度特性と破面形成の面から説明できる。

	各達成目標に対する達成度の具体的な評価方法

	試験において６０％以上の成績で評価する。

	評価方法

	前期２回、後期２回の試験により６０点以上を合格とする。

	授業内容
	授業内容に対する予習項目

	機械設計製図Ⅲ材料学と材料力学の復習および弾性学と塑性学の導入を平行して行い、材料の性質に対する概念の導入を初期に行う。また、材料の構造と転位を学ぶことで、構造強度に対する認識を理解する。これらの内容を踏まえた上で、実際の材料の破壊現象についての理解を、現象の解明を材料の挙動の理解と数学的モデル解法を通じて深める。必要に応じ演習問題を取り入れ、問題を通じて理解力アップに努める。

弾性変形と塑性変形　　　　　　　　　　（５週）

材料の構造と欠陥　　　　　　　　　　　（４週）

金属の高温における変形と破壊　　　　　（５週）

ぜい性破壊　　　　　　　　　　　　　　（４週）

破壊のクライテリオン　　　　　　　　　（５週）

環境強度　　　　　　　　　　　　　　　（４週）

材料試験法　　　　　　　　　　　　　　（３週）
	

	キーワード
	結晶構造、欠陥、延性、ぜい性、疲労、材料試験

	教科書
	「材料強度学」、日本材料学会

	参考書
	村上理一・高尾健一・萩山博之共著：「材料強度学入門」、西日本法規出版

	技術者教育プログラムの学習・教育目標

	（Ａ－２）基礎知識を専門工学分野の問題に応用して解くことができること。
（Ｂ－３）技術的課題に広く関心をもち、課題や問題を解決するための全体のプロセスを考察して具現化

（デザイン）することができること。

	JABEE基準１の（１）との関係
	d(2-a)

	カリキュラム中の位置づけ

	前年度までの関連科目
	材料学

	現学年の関連科目
	機械設計製図Ⅲ

	次年度以降の関連科目
	システムデザイン

	連絡事項

	演習問題計算のためのポケコンを用意すること


	シラバス作成年月日：平成１８年　２月１７日


